
　
下
水
道
事
業
で
は
、
各
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
排
泄
物
や
生
活
排
水
（
食
器
洗
い

や
洗
濯
な
ど
に
使
っ
た
水
な
ど
）
を
周
辺

環
境
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
な
く
処
理

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
衛
生
的
に
生
活
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
大
雨
な
ど
に
よ

る
浸
水
災
害
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

を
目
的
に
、
下
水
道
や
浄
化
槽
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
下
水
道
事
業
で
は
、
公
共
下
水
道

事
業
と
個
別
排
水
処
理
施
設
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
公
共
下
水
道
事
業
は
、
各

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
排
水
な
ど
を

処
理
す
る
た
め
、
主
に
市
街
地
に
お
い
て
、

生
活
排
水
を
処
理
場
に
運
ぶ
た
め
の
下
水

道
管
（
汚
水
管か

ん

渠き
ょ

）
や
処
理
場
（
若
山
浄

化
セ
ン
タ
ー
）
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

大
雨
時
の
浸
水
対
策
と
し
て
、
雨
水
を
河

川
な
ど
に
排
出
す
る
た
め
の
下
水
道
管

（
雨
水
管
渠
）
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
個
別
排
水
処
理
施
設
事
業
で
は
、
下
水

道
管
を
整
備
し
て
い
な
い
地
域
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
希
望
に
応
じ
て
、
各
家
庭
に

浄
化
槽
（
生
活
排
水
な
ど
を
浄
化
し
て
川

な
ど
に
排
出
す
る
た
め
の
設
備
）
を
整
備

し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
の
整
備
に
よ
り
、
平
成
27
年
度

末
で
、
市
街
地
に
住
む
方
の
95
・
７
㌫
が

下
水
道
を
利
用
し
て
生
活
排
水
な
ど
を
排

出
で
き
る
環
境
に
あ
り
、
そ
の
う
ち
86
・

６
㌫
に
あ
た
る
４
万
１
千
110
人
の
方
が
、

実
際
に
下
水
道
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
街
地
以
外
の
地
域
で
は
、
66

戸
の
家
庭
が
、
市
の
設
置
す
る
浄
化
槽
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
の
概
況

特集

平成28年３月末時点における公共下水道の整備状況
区　　分 平成27年３月末 平成28年３月末 平成27年度増減

処理人口普及率 95.7㌫ 95.7㌫ ±0.0㌫
水洗化人口 41,607人 41,110人 ▲497人
水洗化率 86.5㌫ 86.6㌫ ＋0.1㌫

※�処理人口普及率は、市人口に占める供用開始人口（下水道を利用でき
る地域に居住する市民）の割合。
※�水洗化人口は、生活排水などの排出に下水道を利用している市民の数。
※�水洗化率は、水洗化人口を供用開始人口で除した数値。

平成28年３月末時点における浄化槽の設置基数
区　　分 平成27年３月末 平成28年３月末 平成27年度増減
設置基数 62基 66基 ＋４基

※�設置基数には、個別排水処理施設事業開始以前に利用者が設置し、事
業開始後に市が受贈したものを含む。

水
洗
化
率
・
浄
化
槽
設
置
基
数
は
共
に
増
加

私たちの生活には『水』が必要です。飲料用
だけではなく、炊事や洗濯、入浴など、私たち
はたくさんの水を使っています。
そして、私たちはたくさんの生活排水を出し
ています。生活排水が適正に処理されなければ、
自然環境や生活環境に悪影響を及ぼします。
市では、生活排水などの適正処理や水の供給
などを行うため、下水道事業・水道事業を行っ
ています。今号では、平成28年３月31日現在に
おけるそれぞれの事業の平成27年度下期の経営
状況などについてお知らせします。

未来に続く　きれいな川とおいしい水
～下水道事業会計・水道事業会計の財政公表～
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